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主  論  文  の  要  約  

Incidence of comprehensive hospital ization due to infect ion, cardiovascular 

disease, fractures, and malignancies in patients  with rheumatoid arthrit is  

（関節リウマチ患者における感染症、心血管障害、骨折、悪性腫瘍を含めた合

併症による入院についての包括的な検討）  

                 東京女子医科大学附属膠原病リウマチ痛風センター  

（指導：山中  寿  教授）㊞  

                     杉本  直樹   
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【目  的】  

関節リウマチ（RA）に伴う多彩な合併症は、短期的・長期的な疾患の経過や

予後に強く影響することが報告されている。RA 患者の合併症について、個々

の合併症についてはこれまでに報告されてきているが、包括的に報告された

ものはない。本研究では RA 患者における合併症について、入院という観点

から包括的な検討を行った。  

【対象および方法】  

対象は第 19 回 IORRA 調査（ 2009 年 10 月施行）に登録された RA 患者であ

る。方法は対象 RA 患者を 1 年間前向きに観察し、合併症による入院を患者・

家族からの申告、関連病院を含めた医師による報告から抽出し、医療記録で

確認をした。RA 患者における合併症による入院について、全体および原因

別での頻度を算出した。また感染症による入院について、部位別に頻度を算

出し、危険因子を多変量ロジスティック回帰で解析した。  

【結  果】  

RA 患者 5,519 人（ 5,336.5 人年）の観察において、435 件の入院（ 8.15 件 /100

人年）がみられた。原因別での最多は感染症（ 1.52 件 /100 人年）であり、悪

性腫瘍（ 1.03 件 /100 人年、うち悪性リンパ腫 0.22 件 /100 人年）、心血管障



害（ 0.84 件 /100 人年、うち急性冠症候群 0.22 件 /100 人年）、骨折（ 0.77 件

/100 人年）、関節外症状（血管炎および間質性肺炎、0.78 件 /100 人年）が続

いた。感染症の部位別で最多は呼吸器系感染症（ 0.77 件 /100 人年）であり、

およそ 1/2 を占めた。感染症による入院の危険因子は、年齢（オッズ比 1.03; 

95%信頼区間 1.00-1.05）、血清アルブミン値（オッズ比 0.30; 95%信頼区間

0.13-0.69）、ステロイド使用（プレドニゾロン＞ 5 mg/日）（オッズ比 3.66; 95%

信頼区間 1.81-7.35）であった。  

【考  察】  

本研究で RA 患者における合併症による入院の現状が明らかとなった。RA 患

者における合併症での入院の原因として、感染症、悪性腫瘍、心血管障害（急

性冠症候群）、骨折、関節外症状が半分強を占めた（ 53.0%）。感染症による

入院は、米国において同様の RA 患者・年代を対象に行われた CORRONA レ

ジストリからの報告（感染症による入院 0.8 件 /100 人年、呼吸器系疾患

50.6%）とほぼ同等の結果であった。ステロイド使用は、感染症の危険因子

であるとともに骨折のリスクともなり、日常診療において十分な配慮を要す

るものである。悪性リンパ腫や急性冠症候群による高い入院リスクが明らか

になったが、これらは今後の RA 治療の発展や最適化をすすめていくなかで

課題となる重要な合併症である。  

【結  論】  

本研究で RA 患者における様々な合併症による入院の実態が示された。本研

究の結果は、RA 治療の今後の改善を評価していくうえで基盤になるデータ

となる。  


